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意　見
この２件の請願については、毎年提出されていますが、子どもたちの義務教育費国庫負担制度の堅持および子どもたち
によりよい教育を保障するため、教育予算の拡充は重要であり、妥当であることから、本請願２件は採択すべきである。

　全国市議会議長会議員表彰に基づき、議員在職30年以上
により木内　誠議員、宇井正一議員、議員在職15年以上に
より高木　寛議員、鈴木聖二議員が、地方自治と市政の発展
に貢献された功績により表彰されました。表彰状等は、６月
定例会初日の５月31日に議場において伝達されました。

　7月3日に黒部川特設コースで「第17回香取市民レガッ
タ」が開催されました。議員クルーは、惜しくも予選敗退と
なりましたが、水上スポーツ普及活動の一助となることを
願い、力を合わせ漕ぎ進めました。

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

　国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持
つとともに、教育水準の維持向上と地方財政の安定をはか
るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求め
ました。

国における令和５年度教育予算拡充に関する意見書

　国においては、教育が未来への先行投資であり、日本の
未来を担う子どもたちに十分な教育を保障することが、国
民の共通した使命であることを再認識され、国財政が非常
に厳しい状況の中ではあるが、必要な教育予算を確保する
ことを強く要望しました。

意　見
本請願は、令和3年12月に提出され、令和4年3月定例会と合わせて2回、継続審査としてきました。市長も代わり、
公約の中に学校給食費無償化があり、今定例会において、段階的に無償化に向けて取り組んでいきたいとの答弁があ
りましたので、請願に賛成します。

採択しました
請願第19号　「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

請願審査報告
請願第18号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

採択しました
請願第16号　学校給食無償化を求める請願継続

審査

教育に関する請願２件を採択し、意見書を国へ提出

左から木内　誠議員、宇井正一議員、高木　寛議員、鈴木聖二議員 予選突破に向け力漕する議員クルー

功績をたたえ表彰状を伝達 議員クルー、水上を疾走
全国市議会議長会議員表彰 市民レガッタ

かとり市議会だより No.66かとり市議会だより No.66 1819


